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研究成果の概要（和文）：カルボカチオンの基本的な一群であるビニルカチオンの中で、最後ま

で性質が明らかにされずに残されていた、「シクロペンテニルカチオン」を、三価の超原子価臭

素化合物シクロペンテニルブロマンを活用することによって、発生させることができた。五員

環ビニルカチオンの存在がはじめて証明された点、また、その反応性を詳細に解明することに

成功したという点において、本研究は有機化学に重要な貢献をすることができたと考えれられ

る。 
 
研究成果の概要（英文）：We have succeeded in the generation and characterization of 
cyclopentenyl cation, which is hitherto unknown last one among the cyclic carbocation 
families. This methodology utilizes cyclopentenyl-3-bromane as the progenitor for 
cyclopentenyl cation, because of the vastly enhanced nucleofugality of hyperleaving group: 
3-bromanyl group. 
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１．研究開始当初の背景 
最近我々は、種々の三価の超原子価臭素化合
物を合成することに成功しているが、これら
を用いると、従来同族の三価のヨウ素化合物
では全く進行しなかった反応が進行するこ
とが明らかになりつつある。三価の超原子価
臭素置換基の極めて高い脱離能が、その推進
力である。一方、環状ビニルカチオンの発生
には長い歴史があるが、高いひずみを内包す
る５員環ビニルカチオン「シクロペンテニル
カチオン」はこれまで全く発生例のない、性
質の分かっていない最後のビニルカチオン

である。 
２．研究の目的 
今回、三価の超原子価臭素脱離基を利用する
ことにより、シクロペンテニルカチオンを発
生させることを課題として設定した。さらに
その性質について、精査する。 
３．研究の方法 
三価の超原子価臭素脱離基を導入したシク
ロペンテニルブロマンを合成し、その加溶媒
分解反応を行い、生成物解析、反応速度測定、
同位体標識実験等により結果を評価する。 
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４．研究成果 
シクロペンテニルカチオンを発生させるこ
とに成功し、Angew. Chem. 誌にその成果が
掲載された。 
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